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２
月
1
7日
（
日
）
、
午
前
1
0
時

か
ら
蓬
田
村
ふ
る
さ
と
総
合
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
蓬
田
村
国

際
交
流
フ
ェ
ア
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

今
回
は
村
国
際
交
流
会
の
村

民
に
対
す
る
理
解
と
会
員
の
普

及
、
そ
し
て
国
際
交
流
事
業
の

必
要
性
を
啓
発
す
る
目
的
で
行

わ
れ
、
交
流
員
３
人
と
会
員
そ

の
他
協
力
者
3
2人
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

【
交
流
員
紹
介
】

も
う
か
い
　
　
　
　
　
　 （

写

真

左

か

ら

）

○

孟

開

さ

ん

（
3
0
歳

・

中

国

）

○

オ

ラ

ン

チ

メ

グ

ー
バ

ッ

ト

ツ

ェ

レ

ン

さ

ん

（
3
2
歳

・

モ

ン

ゴ

ル

国

）

○

菊

池

ア

ニ

バ

ル

さ

ん

（
2
3
歳

ア

ル

ゼ

ン

チ

ン

共

和

国

）

そ

れ

ぞ

れ

社

会

福

祉

学

、

幼

児

保

育

、

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

プ

ロ

グ

ラ

ミ

ン

グ

の

研

修

員

で

す

。

「
各
国
料
理
づ
く
り
」

そ
の
後
、
調
理
室
に
移
り
各

国
の
料
理
づ
く
り
が
始
ま
り
ま

し
た
。
孟
開
さ
ん
は
ギ
ョ
ー
ザ

と
も
ち
、
バ
ッ
ト
ツ
ェ
レ
ン
さ

ん
は
肉
ま
ん
、
ア
ニ
バ
ル
さ
ん

は
ギ
ソ
（
米
と
鳥
肉
の
ト
マ
ト

ケ
チ
ャ
ッ
プ
煮
）
を
会
員
の
手

ギョーザづくりに熱心な会員のみなさん

●蓬田村国際交流フェア開催　冫

各
国
の
料
理
を
食
べ
て

蓬
田
村
国
際
交
流
フ
ェ
ア
開
催



伝
い
を
受
け
な
が
ら
慣
れ
た
手

つ
き
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。
特

に
孟
開
さ
ん
は
本
格
的
で
普
段

も
作
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ち

な
み
に
中
国
で
は
、
男
女
平
等

に
男
も
通
常
料
理
を
作
る
そ
う

で
す
。

【

も

ち

つ

き

】

料
理
作
り
が
終
わ
る
こ
ろ
、

早
く
料
理
が
で
き
た
ア
ニ
バ
ル

さ
ん
が
も
ち
つ
き
を
体
験
。
古

川
村
長
や
下
山
嘉
正
さ
ん
を
手

本
に
始
め
、
多
少
腰
が
引
け
て

い
ま
し
た
が
力
一
杯
つ
い
て
い

ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
も
ち

は
雑
煮
に
し
て
、
振
る
舞
わ
れ

ま
し
た
。

【
料

理

試

食

】

料
理
が
で
き
各
料
理
の
説
明

の
後
、
試
食
を
兼
ね
て
昼
食
に

な
り
ま
し
た
。
各
料
理
と
も
好

評
で
そ
の
中
で
も
孟
開
さ
ん
の

も
ち
が
特
に
好
評
で
し
た
。
村

国
際
交
流
会
か
ら
は
和
楽
寿
司

の
手
巻
き
寿
司
が
提
供
さ
れ
、

会
員
は
も
ち
ろ
ん
交
流
員
も
巻

き
方
、
に
ぎ
り
方
を
教
わ
り
な

が
ら
食
べ
て
い
ま
し
た
。

「
生
活
語
講
座
」

午
後
は
生
活
語
講
座
が
行
わ

れ
、
「
わ
た
し
・
あ
な
た
・
こ

ん
に
ち
は
」
な
ど
の
言
葉
を
各

国
語
に
変
え
て
い
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
な
じ
み
の
中
国
語
は

普
通
と
尊
敬
の
２
種
類
の
言
い

方
が
あ
り
、
ま
た
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
語
は
何
種
類
も
の
言
い
方
が

あ
り
外
国
語
の
難
し
さ
を
実
感

し
ま
し
た
。

以
上
で
日
程
を
終
了
し
、
交

流
員
は
「
機
会
が
あ
れ
ば
お
会

い
し
ま
し
ょ
う
」
と
別
れ
を
惜

し
ん
で
い
ま
し
た
。

国
際
交
流
会
は
、
今
後
も
行

わ
れ
ま
す
。
次
回
は
、
多
数
の

参
加
を
期
吟
し
て
い
ま
す
。

もちつきをするアニバルさん

モンゴル語で話すバットツエレンさん

会
　
員
　
六
　
募
　
集
　
１
●

「
蓬
田
村
国
際
交
流
会
」
が
発
足
し
て
２
年
が
た
ち

ま
し
た
。

現
在
の
会
員
は
6
8名
で
す
が
、
引
き
続
き
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

平
成
1
4年
度
に
は
語
学
指
導
助
手
が
村
に
配
置
さ
れ

る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
、
国
際
交
流
会
の
事
業
に
も

協
力
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
加
入
下
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

蓬
田
村
役
場
　
総
務
課
企
画
班

（
2
7）
　
2
1
1
1

手巻き寿司の手順を教わる会員のみなさん

ｊ ●蓬田村国際交流フェア開催



吉
田
初
男
氏
叙
動
受
賞
記
念
祝
賀
会

３
月
1
7
日

（
日
）
、

蓬
田
村

ふ
さ
る
と

総
合
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
平
成
1
3年
秋
の
叙
勲
で
勲

五
等
瑞
宝
章
を
受
章
さ
れ
た
吉

田
初
男
さ
ん
（
6
7歳
、
阿
弥
陀

川
）
の
記
念
祝
賀
会
が
開
催

さ

れ
、
約
百
人
の
方

が
お
祝
い
に

か
け
つ
け
ま
し
た
。

吉
田
さ
ん
は
、
昭
和
2
5年
３

月
蓬
田
村
消
防
団
員
と
し
て
入

団
以

来
5
1年
間
の
長
き
に
わ
た

り
消
防
発
展
の
た
め
一
意
専
心

精
励
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の

間
副
団
長
を
1
0年
、
団
長
２
期

８
年
と
併
せ
て
県
消
防
協
会
理

事

・
県
消
防
協
会
東
青
支
部
長

等
も
務
め
ま
し
た
。

消
防
の
強
化
と
団
員
の
指
導
、

資
質
の
向
上
を
図
る
な
ど
地
域

消
防
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し

た
功
績
が
認
め
ら
れ
受
章
し
ま

し
た
。

2
0
0
2
年
　
村
民
ス
キ
ー
大
会

２

月
2
3
日

（
土
）
、
村
営
ス

キ
ー
場
に
お
い
て
、
村
民
ス
キ
ー

大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
3
1人

が
参
加
し
、
ス
キ
ー
の
大
回
転

や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
ス
ラ
ロ
ー

ム
競
技
に
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

◆
ス
キ
ー
大
回
転

●
小
学
生
低
学
年
男
子

①
福
井
一
貴
②
山
舘
裕
也

③
藤
田
貴
大

●
小
学
生
低
学
年
女
子

①
小
松
千
峰
②
沼
田
恵
李

③
稲
葉
祐
香

●
小
学
生
高
学
年
男
子

①
福
士
勇
輔
②
木
村
遼
介

③
川
崎
翔
太

●
小
学
生
高
学
年
女
子

①
工
藤
千
広
②
高
木
麻
希

③
久
慈
里
美

●
中
学
生
以
上
一
般
男
子

①
工
藤
泰
三
②
原
子
圭
一
郎

③
稲
葉
友
輝

●
中
学
生
以
上
一
般
女
子

①
佐
藤
直
美
②
今
　
千
治

◆
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
大
回
転

●
フ
リ
ー

①
藤
田
哲
啓
②
堀
　
洗
哉

③
青
木
　
彬

●吉田初男氏叙勲受章記念祝賀会　４



カメラ ア　イ

上磯５町村合併研究会の

報告会

３月８ 囗(金)、蓬田村ふるさと総

合センターで上磯町村合併研究会の

報告会が、村議会議員・役場課長以

上職員(三役、教育長含む)を対象に

約40 名の出席で行われました。

最初に古 川正隆村長よりあいさつ

があり、続いて上磯町村合併研究 会

座長の八戸良城蟹田町助役が｢ 上磯

５町村合併まちづくり構想｣ をもと

に、合併の必要性・合併町村の概要・

まちづ くり計画等について説明かあ

りました。

参加者からは、青森市との介併は

可能か・合併して蓬田村はメリット

があるのか・必ず合併しなけ ればな

らないのかなどの質問がありました。

今後は住民向けのパンフレ ットを

作成・配布し、また住民の意向調査

をする予定です。

第１回蓬田村民トランプ

大会開催

２月３ 囗（ 囗）、蓬田村ふるさと

総 合センターにおいて村商工会青年

部主催の第１回蓬田村民トランプ大

会が開催されました。

大会はゴニ ンカンを蓬田村トラン

プ ルールで行われ、村内の参加者50

人が優勝を目指し白熱したゲームが

繰り広げられました。

人賞 者は次のとおりです。

（敬称略）

優　 勝　 川崎　 憲夫（広　　 瀬）

凖 優勝　 飯田兼太郎（瀬 辺 地）

第３位　 森　　 勝重（阿弥陀川）

第４位　 越田　 誠一（広　　 瀬）

第５位　 青木　　 実（阿弥陀川）

●
幸
せ
を
入
れ
て
あ
り
ま
す
紙
袋
　
　
　
　
　

蓬
　
石
　
　
　
　
　
●
福
袋
開
け
て
び
っ
く
り
Ｉ
〇
カ
ラ
″
卜
　
　

重
　
彦

●
隠
れ
ん
坊
し
て
い
る
あ
な
た
に
ラ
ブ
コ
ー
ル

啓
　
子
　
　
　
　
　
●
パ
パ
の
手
の
中
身
気
に
な
る
紙
袋
　
　
　
　

年
　
栄

●
ね
え
袋
夢
を
入
れ
て
は
い
け
な
い
か
　
　
　

清
　
乃
　
　
　
　
　
●
お
菓
子
か
な
中
身
気
に
な
る
孫
の
顔
　
　
　

咲
　
子

●
隠
す
夢
十
九
の
恋
が
邪
魔
し
て
る
　
　
　
　

舟
　
遊
　
　
　
　
　
●
福
袋
ほ
し
か
っ
た
の
に
子
踊
し
　
　
　
　
　

小
　
菊

●
傲
骨
や
こ
れ
っ
く
ら
い
の
母
の
過
去
　
　
　

富
　
栄
　
　
　
　
　
●
袋
一
杯
希
望
詰
込
む
ま
だ
十
九
　
　
　
　
　

藤
　
久

６
月
１
日
は
、
平
成
1
4

年
商
業
統
計
調
査
の
調
査

口
で
す
。

卸
売
業
・
小
売
業
の
事

業
主
の
皆
さ
ん
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。

ｊ ●カメラアイ／川柳北緯41゚



お知らせ

役
場
の
事
務
分
担
が

変
わ
り
ま
す

蓬
田
村
役
場
で
は
事
務
機
構

の
見
直
し
に
よ
り
４
月
１
日
か

ら
、
村
長
部
局
８
課
が
３
課
い１１

班
へ
、
教
育
委
員
会
２
課
が
Ｉ

課
２
班
へ
と
な
り
ま
す
。

課
及
び
班
の
名
前
は
次
の
と

お
り
で
す
。

総
　

務
　

課

・
行
　

政
　

班

・
管
　

理
　

班

・
企
　

画
　

班

・
財
　

政
　

班

住
民
生
活
課

・
保
　

険
　

班

・
住
　

民
　

班

・
福
　

祉
　

班

・
健
　

康
　

班

産
業
振
興
課

・
農
　

業
　

班

・
産
　

業
　

班

・
建
　

設
　

班

教
　

育
　

課

・
学
　

務
　

班

・
社
会
教
育
班

ま
た
各
課
、
各
班
の
事
務
分

担
は
別
紙
行

政
組
織
図
記
載
の

と
お
り
と
な
り
ま
す
。

主
な
蓬
田
肘
手
数
料
の

変
更
の
お
知
ら
せ

４
月
よ
り
次
の
手
数
料
が
２

５
０
円
か
ら
３
０
０
円
に
変
更

に
な
り
ま
す
。

○
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
書

○
資
産
証
明

○
住
民
票
交
付

○
納
税
証
明
書

○
評
価
証
明

○
公
簿
そ
の
他
の
書
類
の
謄
本

。

抄
本

○
閲
覧

○
図
面
の
閲
覧

○
納
税
通
知
書
の
再
交
付

○
そ
の
他
各
種
証
明
書

（
錨
）
み
な
み
友
の
§

の
お

買
物
券
を
お
持
ち
の
方
、

友
の
§

の
藹
み
立
て

を
し

て
い
た
方
へ

の
お
知
ら
せ

（
株
）
み
な
み
友

の
会
（
青
森

市
）
発
行
の

「
お
買
物
券
」

や

「
積
立
金
」

に
つ
い
て
は

、
平

成
1
4年
４
月
2
4
囗
（
水
）
ま
で
に

下
記
あ
て
申
出
を
行
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
還
付
を
受
け

る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先

東
北
経
済
産
業
局
流
通
消
費
課

Ｓ
０
２
２
－
2
6
3
1
1
1
1
1

内
線
5
1
7
1

丶

５
１
７

り乙

事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

労
働
保
険
の
申
告
・
納
付
は

お
済
み
で
す
か
。

平
成
1
3年
度
確
定
保
険
料
・

平
成
1
4年
度
概
算
保
険
料
の
申

告
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

保
険
料
申
告
書
の
提
出
及
び

保
険
料
の
納
付
期
限
は
５
月
2
0

日
で
す
。
お
早
め
に
お
近
く
の

銀
行
、
郵
便
局
等
で
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
告
・
納
付
が
同
時

に
で
き
な
い
と
き
は
、
黒
刷
り

の
申
告
書
は
最
寄
り
の
労
働
基

準
監
督
署
ま
た
は
青
森
労
働
局

へ
、
ふ
じ
色
刷
り
の
申
告
書
は

青
森
労
働
局
へ
そ
れ
ぞ
れ
提
出

し
、
納
付
に
つ
い
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
青
森
労
働

局
労
働
保
険
徴
収
室
（
Ｓ
Ｏ
Ｉ

７
－

７
３
４
－
4
1
4
5

）
　へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国家公務員採用試験のお知らせ

人事院では、次のとおり国家公務員採用試験の募集を行います。

試　　 験　　 名
受付 期 問（最 終 日消印 有効 ）

〔　 〕内 は申 込用 紙配布 開始 日
第１次 試験 日

Ｉ 種 試験 （ 人学 卒業 程度 ） ４ 月２ 囗(火) ～５月 ９ 囗(木)

郵 送受 付： ４月 ２[打 火) ～５ 月９ 囗(木)
持 参受 付： ４月30 囗(火) ～５ 月９ 囗(木)

〔３ 月22 囗(金) 〕

６月 ９ 囗（ 囗）

Ｈ種 試験 （ 人学 卒業 程 度） ７月 ７ 囗（［Ｄ

Ⅲ種 試験 （高 校 卒業程 度）
６ 月19 囗（水 ） ～６月26 囗（水）

〔５ 月13 囗（月 ）〕
９月 ８ 囗（ 囗）

－　　　　　 ぺ 』 ●　　 〃 ●Ａ 乙 ＩＩ Ｘ Ｘ　　 ¶・ 夕　　　　 ｌ　 ｌ　　　　　　　　 ●　　 ． ニ ー 二゙　　 ●　--　　 Ａ　 Ｉ　 丶　 Ｘ　 Ｓ ｀ ｔ

なお、申込用紙の請求や受験資格等の詳しい内容については、下記にお問い合わせください。
問い 合わ せ先 ： 人事院東北事務局　第二課　試験係　TEL  (022)  221-2022

●お知らせ情報局　∂

情
報

局



平成14年度県民まごころケア講座受講者募集のお知らせ

青森県介護実習・普及センターでは平成14年度のまごころケア講座受講者を募集しています。

看護・介護に関する知識や技術を学び思いやりのある家庭づくり・地域づくりに役立ててみませ

んか。

１　家族介護講座　（時間10時～12時）

５月21囗「火川 高齢者への接し方と介護」
５月30日（木）「高齢者の口腔ケアと食事の工夫」　＊13時で終了

６月４日（火）「床ずれの予防と福祉用具の選び方」

７月10日（水）「身体の清潔の実際」

７月17日（水）「排泄ケアの実際」
７月23日（火）「移乗の実際と介護者の腰痛予防」

・対象及び定員　一般県民30名（定員になり次第締め切ります）

２　介護体験講座
・開催日　随時（事前にお申し込みください。）

・対象者　児童・生徒・学生・一般

・定　員　個人、グループで20人くらい
・内　容　「高齢者疑似体験」「家庭介護実習」「福祉用具体験」

・時　間　１回２時間

◆　会場はいずれも県民福祉プラザ（青森市中央3 －20－30）

◆　受講は無料

◆　動きやすい服装でおいでください。
◆　お問い合わせ先：県民福祉プラザ３階「青森県介護実習・普及センター」

0017-774-3234
◆　なお、各地で「介護体験講座」をお受けになりたい方は、最寄りの保健所へお問い合わせく

ださい。

自 衞 官 募 集 の お 知 ら せ

●募集種目

一般・技術幹部候補生

(自衛隊の指揮官となる、陸・海・空の幹部

を養成するコース)

●応墓沓格

○大学卒業程度の学力を有し、20歳以上、26

歳未満（22歳未満は、大卒者（見込みを含

む））

○大学院修士課程修了者（見込み）は、28歳

未満（海上技術幹部候補生は、理学または

工学課程修了者に隕る）

○東青地区から他県の大学へ行っている方も

青森で受験または受験手続きが出来ます。

●受付期間

平成14年４月８日(月)～５月10日(金)

＊締切日必着
●試験期日

平成14年５月25日(上)～５月26日(日)

●問い合わせ先

自衛隊青森地方連絡部青森募集案内所

（Ｓ：017-783-2995)

玉松台スポーツガーデン使用料が

４月より変更になります。

(野球場　S017-27-3090)

施設名 使用時 開

使　 用　　 料
【使 用 者 に お 願 い 】

◆ 建物または付属設備に、

はり紙をし または加工

しようとする ときは、

事前に申し出て くださ

廴稲

◆ 使用する施設内の物 品

の保管管理は、使 用者

の責任におい て行うこ

と。

◆火気の使用については、

施設 または芝生等 に影

響か出ない場合 に認 め

ます。

◆ 使用後は、管理 人の指

示に従い、整 理整頓を

行うこ と。

村内 在住者 村外在住 者

野球場

３時間 まで 2,000 円 4,000 円

５時間 まで 3,000 円 6,000 円

５時間以上 6,000 円 12,000 円

テニ ス

コ ート

１時間

口 人）
210円 420 円

ゲ ート

ボー ル場

（１面）

１囗 1,050円 2,100 円

半 日 520円 1,050 円

※施設使用の申込み及び使用許可後の変更の問い合わせは、下記

にご連絡ください。

〒030-1203　青森県東津軽郡蓬田村大字郷沢字浜田136-76

蓬田村教育委員会・教育課社会教育班

(蓬田村ふるさと総合センター内)

a  0174-31-3111　FAX 0174-31-3112

７ ●お知らせ情報局



健 康 情 報
便

子どもの虐待・いじめ相談のお知らせ

お子さんの健やかな成長のために、子育てに

ついての不安や悩み、いじめ、虐待等について

お困りの方を対象に、子ども虐待・いじめ相談

を行います。

子育てについての悩みに、専門相談員が相談

にお応えしますのでどうぞご利用ください。

平成14年青森保健所

｢子ども虐待・いじめ相談｣

と　き：

ところ：

奇数月の第４水曜日

13 : 30～14 : 30

(受付時間　13 : 00～13 : 30)

青森保健所　 ２階　 相談室

専門相談員：

《相談日》

小児科医師等

平成14年５月22囗(水)

平成14年７月24日(水)

平成14年９月25日(水)

平成14年11月27日(水)

平成15年１月22囗(水)

平成15年３月26日(水)

女性健康相談のお知らせ

女性は、妊娠、出産等固有の機能を有するだ

けでなく、女性特有の身体的特徴を有すること

により、さまざまな支障や心身にわたる悩みを

抱えることもみうけられます。

青森保健所では、女性がその健康状態に応じ

的確に自己管理を行うことができるよう、思春

期から更年期に至る女性を対象に健康相談を行

います。
思春期に関すること、妊娠、避妊、不妊に関

すること、メンタルケアに関すること、婦人科

疾患、更年期障害、性感染症等の悩みに相談員

がお応えしますので、どうぞご利用ください。

【お問い合わせ】

青森保健所　健康増進課

住所　青森市造道３丁目２５－ １

０ １ 7-74１－８ １ １６

平成14年青森保健所

｢女性健康相談｣

と　 き：

ところ ：

相談員 ：

毎月第４水曜日

10 : 30～12 : 00

(受付時間　10 : 00～10 : 30)

青森保健所　 ２階　 相談室

保健師等

《相 談 日》

平成14年４月24日(水)
平成14年５月22日(水)
平成14年６月26日(水)

平成14年７月24日(水)
平成14年８月28日(水)
平成14年９月25日(水)

平成14年10月23日(水)
平成14年11月27日(水)
平成14年12月25日(水)

平成15年１月22日(水)
平成15年２月26囗(水)
平成15年３月26日(水)

●健康情報便　ど
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イラスト　ハ戸有佳李さん

児童川柳 ペンシル 4

5題「お別れ」

おかじょうき

川柳社

八戸

むさしさん

選 評

「さびしいこと」を「さ

びしい」と 書い ても、読む

人にはうま＜伝わりません。

そこ で、い ろいろな書き

方が出てく るの ですが、そ

れはその人なりの 個性があ

らわれる部分で、 勝負はそ

こで決まります。

いろい ろ工夫し てみて下

さい。

人位 もし かしたら、人間

はい ろんなものに サヨナラ

しないと 成長 できない動物

かも知れません ね。考え方

がいい ですね

地位 「お終い」 ＝「始ま

り」という 発想が すばらし

い。 川柳は発想です。

天位 「な み だ」 ＝「 青空 」

の発想は、大人 でも簡単に

出てくるもの ではありませ

ん。美しい イメージです。

４月行事予定表
開催日 曜日 行　　　　 事　　　　 名 場　　　　 所 時　間 担　　 当

４／１ 月 書道教室 中　央　公　民　 館 13 二30 中 央 公 民 館

２ 火 ポリオワクチン（１回目） 蓬　 田　診　療　 所 13 : 00 住 民 生 活 課

３ 水 陶芸教室 ふるさと総合センター 9 :00 中 央 公 民 館

７ 日 春季火防講習 広　　瀬　　地　　区 8 :30 総　　務　　課

８ 月 蓬田月ヽ学校入学式　　　　　　　　　　|蓬　 田　月ヽ 学　 校 午前中

々 々 蓬田中学校入学式 蓬　 田　中　学　 校 午後

多 ク 書道教室 中　央　公　民　 館 13 : 30 中 央 公 民 館

９ 火 日本脳炎ワク千ン（２回訓 蓬　 田　診　療　 所 13 : 00 住 民 生 活 課

10 水 陶芸教室 ふるさと総合センター ９ 二00 中 央 公 民 館

15 月 書道教室 中　 央　公　民　 館 13 : 30 々

17 水 陶芸教室 ふるさと総合センター 9 :00 々

22 月 書道教室 中　央　 公　民　 館 13 : 30 ク

24 水 陶芸教室 ふるさと総合センター 9 :00 々

25 木 乳児健診 ク 13 : 00 住 民 生 活 課

夕　●児童川柳／行事予定表
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５
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催
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約
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５
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。

最
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取
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。
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の

囗

籍戸
窓

２月受付分

お誕生おめでとうございます

ひ　 な　 こ

磯 部 囗 茱 香
覚

祐子
長女

ご結婚おめでとうございます

八幡　希悦　（高　　 根）

工藤さやか　（青 森 市）

工藤　達也　（郷　　 沢）

小笠原由美　（青 森 市）

好j …… 陽 訃 匹 い士 几 ………ド ………ｙ ……-: 二yl･卜 ぬ･゙ ﾐ………l………EIE･･

濁 羂 忻 み 申 七 よ げ
ま] ず

柿崎　　 茂（広　　 瀬　73歳）

浅利　武義（中　　沢　73歳）

越田　正一（瀬 辺 地　75歳）

武井照太郎（蓬　　 田　80歳）

山舘　武雄（瀬 辺 地　80歳）

高田　眞一（郷　　 沢　44歳）
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記
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い
広
報
」
を
目
指
し
て
、
一
生
懸

命
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ﾉ人 口 と 世 帯 数 ＼厂＼＼十二

卜卜
（ ２ 月28 日 現 在 ）

（総 人 口　3j･631 人
犬

＼……

＼……:11男　　1,722 人 ……:＼… …

万＼）:;jjj女　　1,909 人: 〉 ……

ﾚ世 帯 数　1,100 世｡ 帯::………
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